
高島市ごみ減量大作戦
実施状況 ３,１２５ｔ

３,１１３ｔ
目　標

目標まで後

４月の削減量 １２ｔ
（H21.４処分量ーH25.４処分量）

　ごみ減量大作戦は、平成 23年度か
ら 25年度の３年間で、可燃ごみの量
を平成 21 年度と比べて３，１２５ｔ
減らす取り組みです。

平成 25 年度

高島市の行政情報をお届けします

関連記事は
18ページを
ご覧ください

主
な
内
容

特集

２０１３

ＴＡＫＥ  ＦＲＥＥ

６月号
Ｎｏ . １６１

・春の叙勲・褒章　受章おめでとうございます…………❻
・平成 24年度の可燃ごみ削減量”５６１ｔ”達成……�

高島市地域防災計画を全面的に改正！… ❷ｰ❺

高島市無形民俗文化財に新指定
　朽木「邇

に
々
に

杵
ぎ

神社　渡し祭り」（５月 12 日）

ス
リ
ム
ヤ
ン



22013. ６月号3 2013. ６月号

地域 原子力災害対策を
重点的に実施すべき地域

マキノ 全域

今　津 全域

朽　木 小川・平良・栃生・村井を除く全域

安曇川 下古賀・上古賀・長尾・中野・田中（泰山寺）

新　旭 太田・新庄・安井川（川原市）を除く全域

原
子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
の
概
要

主
な
追
加
・
修
正
項
目

４
つ
の
原
子
力
災
害
を
想
定

30km圏内（大飯原発）

30km圏内（美浜原発）           

朽　木

高　島

安曇川

新　旭

今　津

マキノ

○
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
地

域
の
範
囲
を
、
滋
賀
県
版
Ｕ
Ｐ
Ｚ
を
も
と
に
設

定
（
左
上
の
図
）

○
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
被
ば
く
を
避
け

る
た
め
の
地
域
を
、「
高
島
市
全
域
」
と
想
定

○
過
酷
事
故
や
複
合
災
害
を
想
定
し
た
職
員
の
動

員
体
制
を
整
備

○
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
強
化

○
原
子
力
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発

○
情
報
の
収
集
・
連
絡
体
制
の
強
化

○
飲
食
物
の
摂
取
制
限

高島市地域防災計画を
全面的に改正！
　４月 26日（金）、安曇川公民館で、高島市防災会議（委員 38人）が行われ、全面
的に改正した「高島市地域防災計画（原子力災害対策編）」が協議され、出席者全員一
致で承認されました。
　改正された地域防災計画では、福井県での原発事故を第一に、自然災害との複合災害
も想定し、滋賀県版ＵＰＺ（緊急時防護措置準備区域）に沿って原子力災害対策を重点
的に実施する地域を定めるとともに、防災計画の事故想定をもとに、防護対策、避難先、
輸送手段等を記載した「高島市住民避難計画」を、別冊として新たに作成しました。

（注）この地域は、滋賀県の放射性物質の拡散予測に基づき
定めたもので、事故が発生した場合は、緊急時モニタリング

（放射線の測定）を行い避難地域を決定します。あくまでも、
事前に避難の準備をしておく地域であって、地域内の「全住
民が同時一斉に避難」するわけではありません。市の指示に
したがって避難行動をお願いします。

　
高
島
市
地
域
防
災
計
画
は
、
高
島
市
の
地
域
に
関
す
る
原

子
力
災
害
対
策
の
基
本
と
な
る
計
画
で
、
国
の
防
災
基
本
計

画
原
子
力
災
害
対
策
編
お
よ
び
滋
賀
県
地
域
防
災
計
画
、
防

災
関
連
法
令
の
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
次
の
項
目
を
追
加
・
修
正
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
主
に
災
害
発
生
後
の
短
期
的
な
原
子
力
災

害
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
、
中
長
期
的
な

視
野
で
の
総
合
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の
原
子
力
災
害

対
策
指
針
（
新
指
針
）
の
見
直
し
内
容
を
踏
ま
え
て
今
後
検

討
し
ま
す
。

★
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
島
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）

▼原子力災害対策を重点的に実施すべき地域
　（大飯・美浜原発同時事故の場合）

　
高
島
市
を
含
む
滋
賀
県
北
部
と
隣
接
す
る
福
井
県
に
は
、
６
つ
の
原

子
力
発
電
所
が
所
在
し
、
計
15
基
の
原
子
炉
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
高

島
市
は
、
原
子
力
災
害
の
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
万
一
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
の
被
ば
く
を
で
き
る

限
り
回
避
す
る
た
め
、
屋
内
退
避
、
避
難
お
よ
び
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服

用
等
、
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
時
に
市
お
よ
び
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
取

る
べ
き
行
動
を
ま
と
め
た
『
高
島
市
住
民
避
難
計
画
』
を
新
た
に
策
定

し
ま
し
た
。

　
①
大
飯
原
発
で
の
単
独
事
故

　
②
美
浜
原
発
で
の
単
独
事
故

　
③
大
飯
と
美
浜
の
２
地
点
同
時
事
故

　
④
敦
賀
原
発
で
の
単
独
事
故

高
浜
原
発
事
故
の
影
響
は
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
飯
原
発
の
事
故
と
同

様
の
対
応
を
と
り
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
で
は
、
事
故
を
起
こ
し

た
発
電
所
か
ら
放
射
性
物
質
が
飛
来
し

て
く
る
の
で
、
そ
の
影
響
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
、建
物
内
に
入
る
こ
と（
退

避
）
を
い
い
ま
す
。

　

自
宅
な
ど
に
屋
内
退
避
し
て
い
て

も
、
高
い
放
射
線
量
を
浴
び
続
け
る
こ

と
に
よ
り
、
身
体
へ
悪
い
影
響
が
出
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
、
そ
の
場
か
ら
遠

く
離
れ
た
場
所
へ
集
団
移
動
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
最
寄
り
の
広
域
避
難
所
で
、
避
難

用
バ
ス
の
乗
車
場
所
に
な
り
ま
す
。

避
難
集
合
場
所

　
防
護
対
策
地
域
（
県
版
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）

よ
り
外
側
の
安
全
な
場
所
で
、
市
が

指
定
す
る
広
域
避
難
所
で
す
。

原
子
力
災
害
広
域
避
難
所 

市
外
避
難

　
市
内
の
原
子
力
災
害
広
域
避
難
所

で
収
容
困
難
に
な
っ
た
場
合
や
、
市

内
全
域
で
高
い
放
射
線
量
が
観
測
さ

れ
、
市
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
危
険

と
な
っ
た
場
合
に
、
市
外
（
県
内
ま

た
は
県
外
）
の
安
全
な
場
所
へ
移
動

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
２
つ
の
防
護
対
策

屋
内
退
避

２
避　
難

　災害対策基本法（第 42 条）に基
づき、市町村の長が、それぞれの防
災会議に諮り、防災のために処理す
べき業務などを具体的に定めた計画
です。災害の種類ごとに、地震対策
編や風水害対策編、原子力災害対策
編などで構成されています。

屋内に入ったら

　滋賀県が独自の放射性物質の拡散予測に基
づき示した緊急時防護措置準備区域（UPZ）
です。福井県内の原子力発電所から最大
43Km が対象となります。
　国の定めた範囲は原子力発電所から半径
30km ですが、より安全側に立って範囲を
広げています。 

地域防災計画って？ 滋賀県版ＵＰＺって？

外にいる場合は、原
則徒歩で、自宅や近
くの建物に退避

ドアや窓を
閉め、換気扇や

エアコンを止める
など、外気の侵入
を防ぎましょう

顔や手を
洗いうがいを
しましょう

防災行政無線
・テレビ・ラジオ
などから正しい情
報を聞きましょう

１

特集
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避難の流れと輸送手段

避
難
時
の
輸
送
方
針

　滋賀県は、４月 30 日（火）から高
島市内の４か所で、新たに環境放射線
測定器による観測を開始しました。
　市内の測定箇所は、次のとおりです。

　高島市役所１階ロビーのテレビ
（表示装置）で、モニタリング
ポストの測定結果を確認するこ
とができるようになりました。（県
のホームページからも確認でき
ます。）

　市では、この他、簡易測定器により市役所・各支所で定期的に測定し、月ごとの平均値をホームページや
広報たかしま（P11）で公開しています。

モニタリングポストにある表示板でも測定結果を確認できます。

●モニタリングポストとは？
　放射線を定期的に、または連続的に監
視測定することを「モニタリング」といい、
原子力発電所等の周辺でモニタリングを
行うために設置された測定装置を「モニ
タリングポスト」といいます。

モニタリングポストの
運用が始まりました

マキノ局（マキノ観光会館横）

▼モニタリングポスト設置個所

住民

市災害対策本部

バス等（待機場所）

バス等輸送業者
防災関係機関等

避難集合場所
（ＵＰＺ圏内広域避難所）

今津局１（今津西小学校）今津局２（今津東小学校）

朽木局（朽木支所前）

南部消防署 ※ H24.8 月から運用中

低線量タイプ

高線量・低線量兼用タイプ

高線量・低線量兼用タイプ 高線量・低線量兼用タイプ

３

４

５

１２

　計画（案）に対し、市パブリックコメント

制度に基づいて意見を募集した結果、次のと

おり意見の提出がありました。

　（募集期間：２月 28 日～３月 29 日）

・地域防災計画（原子力災害対策編） 

　　　　　　　　… 10 人からご意見

・原子力災害住民避難計画

　　　　　　　　 … ７人からご意見

【結果を閲覧できます】

　計画の内容やパブリックコメントの結果

は、市役所総合防災局や各支所（新旭振興室）

で閲覧できます。ホームページにも掲載して

います。
　詳しくは、総合防災局へお問い合わせくだ

さい。（ ２５ー８１３３）

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
の
た
め
、
同
一
地
区

の
住
民
等
の
避
難
先
は
同
一
地
域
に
確
保
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

○
避
難
対
象
と
な
る
区
・
自
治
会
が
多
数
に
な
る
場

合
は
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
距
離
が
近
い
区
・

自
治
会
の
住
民
等
か
ら
優
先
的
に
避
難
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
① 

30
㎞
圏
内
の
区
・
自
治
会
の
住
民
等　

　
② 

30
㎞
圏
外
の
区
・
自
治
会
の
住
民
等

○
災
害
時
要
援
護
者
に
十
分
配
慮
し
ま
す
。

○
避
難
方
向
に
つ
い
て
は
、基
本
的
に
市
南
（
南
東
）

部
方
向
と
し
ま
す
。

○
最
終
避
難
先
と
な
る
市
内
原
子
力
災
害
広
域
避
難

所
の
収
容
能
力
を
オ
ー
バ
ー
し
た
場
合
、
バ
ス
・

鉄
道
等
の
交
通
機
関
に
よ
り
、
市
外
の
避
難
所
施

設
へ
避
難
し
ま
す
。

○
市
外
避
難
（
県
内
）
と
な
っ
た
場
合
、「
大
津
市
」

と
「
草
津
市
」
を
最
初
の
避
難
受
入
候
補
先
と
し

ま
す
。
さ
ら
に
避
難
先
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
県
を
通
じ
て
「
大
津
・
草
津
・
長
浜
」

市
以
外
の
県
内
市
町
の
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

○
県
外
に
も
避
難
受
入
先
を
求
め
る
事
態
に
な
っ
た

場
合
は
、
県
を
通
じ
て
近
畿
他
府
県
市
町
村
の
協

力
を
要
請
し
ま
す
。

①
原
子
力
防
災
訓
練
の
実
施

　
毎
年
行
っ
て
い
る
原
子
力
防
災
訓
練
を
今
年

度
も
実
施
し
ま
す
。（
11
月
頃
）

②
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

　
屋
内
退
避
や
避
難
す
る
際
の
注
意
事
項
、
家

庭
で
の
日
常
の
備
え
、
原
子
力
の
基
礎
知
識
な

ど
、
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
配
布
し
ま
す
。

③
防
災
計
画
の
見
直
し

　
今
回
承
認
さ
れ
た
防
災
計
画
は
、
今
後
も
国

や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
必

要
な
改
正
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

総
合
防
災
局　

（
２
５
）８
１
３
３

　
避
難
の
際
は
、
基
本
的
に
バ
ス・鉄
道
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
避
難
者
の
輸
送
が
困
難
な
場
合
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
や
船
舶
等
に
よ
る
輸
送
も
最
大
限
活
用
し
ま
す
。

●
避
難
時
の
輸
送
方
針
と
手
段

●パブリックコメント

最終避難先（市外）
県内その他市町または
県外の避難所施設

避難者が集まり次第、バス
等に乗車し出発

バス輸送

鉄道輸送

防護対策地域圏内 防護対策地域圏外

車両移動

要請

避難指示
避難
誘導

徒歩

（自家用車）

車両手配

バス
輸送

最終避難先（市内）
原子力災害広域避難所

（ＵＰＺ圏外広域避難所）

ＪＲ駅高線量・低線量兼用タイプ

5 2013. ６月号



紙ごみ減量標語応募作品 62013. ６月号紙ごみ減量標語応募作品7 2013. ６月号 「その紙を　むだにしないで　リサイクル」早藤　鈴華（高島）

お知らせ拡大版

「紙をすてるならリサイクルしてみよう」日おきゆう作（高島）

住民基本台帳の
閲覧状況

６
月
１
日
か
ら
７
日
は

水
道
週
間
で
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
叙
勲
・
褒
章

　平成 24 年 10 月１日から平成 25
年３月 31 日までに実施した住民基本
台帳の閲覧状況は次のとおりです。
　住民基本台帳法の閲覧は、国・地方
公共団体の機関が法令で定める事務を
行う場合や、統計・世論調査等で営利
目的以外の公益性の高い場合に限ら
れ、その閲覧状況を公表することが義
務づけられています。

　
市
の
水
道
は
水
道
料
金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
は
、
民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
「
独
立
採

算
性
」
を
と
っ
て
い
る
公
営
企
業
で
す
。
安
全
な
水
道

水
を
送
る
た
め
の
経
費
は
、「
水
道
料
金
」
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
。
県
内
の
市
町
の
水
道
料
金
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　
ま
た
検
針
は
、
毎
奇
数
月
の
末
（
21
日
～
30
日
）
に

伺
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
車
の
駐

車
や
物
を
置
か
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
き
れ
い
で
安
全
な
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
、
経
営
の

《
黄
綬
褒
章
》
業
務
精
励
（
教
科
書
供
給
業
）

　
　

堀
井　

保
宏
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
現
（
有
）
堀
井
長
商
店
社
長

《
藍
綬
褒
章
》
更
生
保
護
功
績

　
　

武
田　

美
惠
子
さ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
更
生
保
護
女
性
会
員

《
旭
日
双
光
章
》
地
方
自
治
功
労

　
　

里
田　

治
さ
ん　
元
高
島
市
議
会
議
員

《
瑞
宝
双
光
章
》
防
衛
功
労

　
　

藤
井　

庄
𠮷
さ
ん　
元
２
等
空
尉

《
瑞
宝
双
光
章
》
教
育
功
労

　
　

岡
田　

健
彦
さ
ん　
元
公
立
中
学
校
長

《
瑞
宝
双
光
章
》
郵
政
事
業
功
労

　
　

川
越　

正
治
さ
ん　
元
特
定
郵
便
局
長

《
瑞
宝
単
光
章
》
防
衛
功
労

　
　

下
司　

和
之
さ
ん　
元
３
等
陸
尉

《
瑞
宝
単
光
章
》
消
防
功
労

　
　

采
野　

哲
平
さ
ん　
元
高
島
市
消
防
団
団
長

《
瑞
宝
単
光
章
》
皇
室
業
務
功
労

　
　

梶
谷　

栄
治
さ
ん　
元
内
閣
府
技
官

《
瑞
宝
単
光
章
》
消
防
功
労

　
　

薬
師
川　

秀
夫
さ
ん  

元
高
島
市
消
防
団
副
団
長

叙
　
勲

平成 24 年度下半期

市民課
　 （25）8018

1

申出者 一般社団法人　中央調査社
委託者 内閣府
利用目的 家族の法制に関する世論調査
閲覧日 平成 24 年 11 月 13 日
閲覧範囲 安曇川町常磐木の満 20 歳以上の男女 14 人

2

申出者 株式会社　ビデオリサーチ　
委託者 日本たばこ産業株式会社　
利用目的 全国たばこ喫煙者率調査
閲覧日 平成 25 年１月９日

閲覧範囲 新旭町針江の大正 12 年５月１日～平成５年４月 30 日
生まれの男女 20 人

3

申出者 株式会社　サーベイリサーチセンター　
委託者 独立行政法人　国立環境研究所　
利用目的 これからのライフスタイルのあり方に関する世論調査
閲覧日 平成 25 年１月 16 日
閲覧範囲 今津町今津の満 20 歳以上 80 歳未満の男女 20 人

4

申出者 一般社団法人　中央調査社
委託者 文化庁
利用目的 平成 24 年度国語に関する世論調査
閲覧日 平成 25 年２月５日
閲覧範囲 高島市勝野（榊）の満 16 歳以上の男女 19 人

５

申出者 高島市民生委員児童委員協議会連合会
閲覧者 民生委員児童委員
利用目的 民生委員児童委員活動のため
閲覧日 平成 24 年６月 18 日から 29 日間

閲覧範囲
マキノ地域の８３４人　今津地域の６, １４２人
新旭地域の８７４人　安曇川地域の４，１２０人
高島地域の８９４人　朽木地域の１，６１４人

▽個人または法人による閲覧
（平成 24 年 10 月１日～平成 25 年３月 31 日） 栄

え
あ
る
平
成
25
年
春
の
叙
勲
お
よ
び
褒
章
の
市
内
の

受
章
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

水道週間

復興の  未来と生
い の ち

命  照らす水

　東日本大震災から２年が経過しま
した。今も復興を支え、そこに住む
人々の未来、生命を守り続ける水道
のありがたさを今一度考えてみませ
んか。

今年のスローガン

一
層
の
効
率
化
と
経
営
健
全
化
に
向
け
て
努
力
し
、
施

設
の
耐
震
化
、
老
朽
管
の
更
新
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。経

営
課
（
料
金
関
係
）　
（
２
２
）
６
８
３
８

　

事
業
課
（
施
設
維
持
管
理
）　
（
２
２
）
９
０
３
７

行
政
課
　
（
２
５
）８
０
０
０
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1,680
円

▽滋賀県内自治体の水道料金（平成 24 年４月１日現在）

【一般家庭用 20㎥　　料金：消費税込み】

（社）日本水道協会発行「水道料金表」　（平成 24 年 10 月１日発行）より引用

2,
12

1
2,

18
4

2,
20

5
2,

30
0

2,
32

0
2,

35
0

2,
41

5
2,

62
0

2,
70

0
2,

78
3

2,
82

5
2,

90
8

3,
10

0
3,

13
9

3,
15

0
3,

85
6

4,
51

5



まち の 話題 タウントピックスTown Topics

紙ごみ減量標語応募作品 「ゴミあつめ　みんなであつめ　エコライフ」平島　千晶（朽木）9 2013. ６月号 紙ごみ減量標語応募作品 「がんばろう　明日来る未来へ　リサイクル」平井　卓哉（新旭） 82013. ６月号

中学生の部　優　勝　今津銃剣道スポーツ少年団

　高校生の部　優　勝　古谷　一真　（安曇川高校２年）
　中学生の部　優　勝　平田　秀幸　（今津中３年）
　　　　　　　準優勝　小林　翔　　（今津中３年）
　　　　　　　第３位　小林　夏海　（今津中１年）
　小学５・６年生の部
　　　　　　　優　勝　北出　滉弥　（今津東小５年）
　　　　　　　第３位　中山　尋惟　（今津東小６年）
　小学３・４年生の部
　　　　　　　準優勝　松本　奈衣瑠（今津北小３年）
　　　　　　　第３位　中山　鈴嵐　（今津東小４年）

　４月 14 日（日）に三段池公園総合体育館（京
都府福知山市）で「第 57 回 西日本銃剣道選
手権大会」が開催され、今津銃剣道スポーツ少
年団・安曇川高校生が好成績を収められました。

（市民スポーツ課）

　春の全国交通安全運動が４月６日から 15 日まで展開
され、市内でも交通安全を願って行事が開催されました。
　運動に先立ち、４月４日（木）に高島警察署で、「春
の全国交通安全運動出発式」が行われました。市内で
活動する子どもチアリーディングチーム「Twinkle　
Stars（トゥインクルスターズ）」にも参加していただき
ました。代表の赤﨑梨

り

亜
あ

さんによる交通安全宣言の後、
チームによるパフォーマンスを披露いただき、交通事故
のない高島市を願いました。
　４月６日（土）には、滋賀県トラック協会湖西支部が
主催するトラックパレードが開催されました。藤樹の里
文化芸術会館駐車場を出発点として、市内をまわり、交
通安全を願いました。
　４月 10 日（水）には、安全運転管理者協会が主催す
る若年者安全運転競技会が湖西自動車教習所で開催され
ました。協会加入の市内事業所から 30 歳未満の従業員
43 人が参加し、卒業検定と同等の学科・技能試験を受け、
初心にかえって、安全運転の知識、技能を競いました。
　これからの夏場の行楽シーズンには、交通量が増え、
交通事故が増加します。市民の皆さんも初心にかえって
安全運転を心がけましょう！

（“セーフティーたかしま”交通安全推進協議会）

（敬称略）

春の全国交通安全運動

交通事故ゼロ願い交通安全宣言！
期間中、パレードや競技会も実施

西日本銃剣道選手権大会で大活躍 !!

　　中学生の部　優　勝　平田　秀幸　（今津中３年）
　　　　　　　　準優勝　小林　翔　　（今津中３年）
　　　　　　　　第３位　小林　夏海　（今津中１年）
　　小学５・６年生の部
　　　　　　　　優　勝　北出　滉弥　（今津東小５年）
　　　　　　　　準優勝　中山　尋惟　（今津東小６年）
　　小学３・４年生の部
　　　　　　　　優　勝　松本　奈衣瑠（今津北小３年）
　　　　　　　　準優勝　石田　來哉　（今津西小４年）
　　　　　　　　第３位　中山　鈴嵐　（今津東小４年）

銃剣道個人戦 短剣道個人戦

パフォーマンスを披露する Twinkle Stars

安全宣言する赤﨑さん

パレードへ出発するトラック 学科試験に真剣に取り組む参加者

銃剣道団体戦

youtube

　４月中旬から５月上旬にかけて、安曇川町の松ノ
木内湖西岸で、地域住民から提供された鯉のぼり約
１００匹が風をはらみ優雅に泳ぎました。
　これらは、松ノ木内湖再生協議会の役員らでつく
る四津川湖土里会（よつがわことりかい）が子ども
たちの健やかな成長と松ノ木内湖の再生を願い、昨
年に続き、設置されたものです。4 月21日（日）には、
四津川地域の子どもからお年寄りまでおよそ１００

人が参加して、子どもたちの夢や区民
の願いをしたためた風船を大空へ放つ
イベントが行われました。当日は、強
風が吹く天候で、掛け声とともに一斉
に放たれた夢風船は、瞬く間に東の空
へと飛んで行きました。（企画広報課）

　名古屋市を出発し、ゴールの大阪市まで、およそ
１,０００キロを、半世紀以上前に製造された古い愛
車で挑む「ラ・フェスタ・プリマベラ２０１３」が、
4 月 20 日（土）から 4 日間の日程で行われました。
　最終日の 4 月 23 日（火）には、高島市にチェッ
クポイントが設けられ、56 台のクラシックカーが
市内を駆け抜けました。今津総合運動公園では、こ
の日参加したクラシックカーが勢ぞろい。新しいも
のでも 45 年前、古いものでは 88 年前の車とあっ
て、見物に訪れた多くの人々が往年の名車を写真に
収めていました。今年は、タレントの堺正章さん
や近藤真彦さん、元レーサーの鈴木亜久
里さんや篠塚健次郎さんなど著名人も来
訪。観客の声援に応えながら、次のチェ
ックポイントである比叡山延暦寺をめざ
し、高島市を後にしました。（企画広報課）

名車旧車がずらり 50 台！
高島市内を疾走 !!

鯉のぼりと夢風船に
　内湖再生の願い託す

　４月 22 日（月）に川奈ホテルゴルフコース富士コース
（静岡県）で「フジサンケイレディスマンデートーナメント」
が開催され、吉本ひかるさん（湖西中３年）が４アンダー、
68 で予選をトップ通過され、本戦出場を決められました。
14 歳２か月での本戦出場は、宮里藍選手、金田久美子選
手の記録を上回る史上最年少記録となりました。

※マンデート－ナメントとは、プロゴ
ルフツアーの大会に本来出場資格を持
たない選手（賞金シード外の選手やラ
ンク下位の選手、アマチュア選手など）
に本大会出場推薦を決定するための大
会です。吉本さんが出場された大会は
57 人が出場し 17 人が本戦に進まれ
ました。（市民スポーツ課）

フジサンケイレディスマンデートーナメント
吉本さん、予選トップ通過 !! 史上最年少で本戦出場 !

youtube

youtube



紙ごみ減量標語応募作品 「ごみばこ　すてるあきばこ　さいりよう」平山　桃花（マキノ）

　
去
る
４
月
５
日
に
、
当
市
、
長

浜
市
、
滋
賀
県
が
、
福
井
県
に
立

地
す
る
原
子
力
発
電
施
設
に
つ
い

て
、
関
係
事
業
者
と
の
間
に
「
原

子
力
安
全
協
定
」
を
締
結
し
、
事

業
者
に
対
し
て
必
要
な
情
報
提
供

や
安
全
対
策
、
さ
ら
に
は
損
害
賠

償
を
求
め
て
い
く
た
め
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
26
日
に
開
催
し
た

「
高
島
市
防
災
会
議
」
で
は
、
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が

ら
策
定
し
た「
地
域
防
災
計
画（
原

子
力
災
害
対
策
編
）」
と
、
万
が

一
の
災
害
を
想
定
し
た
住
民
避
難

計
画
が
承
認
さ
れ
、
さ
ら
に
は
こ

の
程
、
県
庁
と
当
市
や
長
浜
市
、

福
井
県
の
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

を
専
用
回
線
で
結
び
、
非
常
時
に

は
映
像
も
交
え
て
速
や
か
に
情
報

を
共
有
す
る
防
災
ネ
ッ
ト
の
整
備

も
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
高
島
市
は
、
美
し
い
び
わ
湖
と

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
多
く
の
人

を
引
き
付
け
る
一
方
、
こ
の
地
で

暮
ら
す
上
で
、
市
民
の
皆
様
の
大

き
な
関
心
事
の
一
つ
が
原
子
力
災

害
対
策
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
先
の
原
子
力
安
全
協
定
や
、
地

域
防
災
計
画
等
は
、
現
時
点
で
は

安
全
対
策
の
た
め
の
ス
タ
ー
ト
地

点
に
立
っ
た
も
の
で
、
今
後
も
国

や
県
の
動
向
、
市
民
の
皆
様
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
係
機
関

へ
の
要
望
や
必
要
な
改
訂
を
加
え

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
当
市

の
安
全
対
策
を
よ
り
強
固
な
も
の

と
す
る
た
め
、
お
一
人
お
一
人
の

日
頃
の
備
え
、
地
域
で
の
連
携
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福

井

正

明

原
子
力
安
全
対
策
に
向
け
て

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
救 急
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
1 件
0 件
0 件
3 件

件　数
14 件
26 件

114 件
26 件

件　数
0 件
1 件
0 件
3 件

累計（1 月～）
9 件
0 件
0 件
4 件

累計（1 月～）
564 件
113 件
548 件
95 件

累計（1 月～）
3 件
4 件
1 件
9 件

件　数
　５６件
　　１人
　７７人

件　数
　　４件
　１０件
　　２件
　１２件
　　７件
　２１件

４月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

０．０６８μ Sv/h
今　津（今津支所玄関北側）

０．０６０μ Sv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）

０．０６９μ Sv/h
安曇川（安曇川支所裏駐車場）

０．０４５μ Sv/h
高　島（高島支所裏駐車場）

０．０５３μ Sv/h
新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６１μ Sv/h

前年比
－ 9件
－ 3人
－ 9人

（平成 25 年４月末現在） （平成 25 年４月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

※測定地点は他に 24 か所あります。測定
結果は、市のホームページをご覧ください。

102013. ６月号

映画「ホーム・スイートホーム」
【さんかく映画祭】

認知症のグループホームを舞台に心優
しいふれあいと、家族再生のドラマが
展開します。感動のラストシーン！ 
新しい家族像をみることができます！

　▼日時　７月５日（金）
　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
　▼場所　高島市働く女性の家
　▼料金　無料

ゆめぱれっと高島　 （22）5775

　

日
本
で
は
女
性
の
参
画
が
量
・
質
の

両
面
に
お
い
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
経

済
活
動
に
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を

取
り
込
む
こ
と
で
、
高
い
付
加
価
値
の

サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
開
発
、
新
し
い
需

要
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
就
労
の
場
を
確

保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
暮
ら
し
の
安
定

や
、
社
会
保
障
の
担
い
手
の
増
加
に
な

り
、
経
済
が
活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

政
府
で
も
、
女
性
の
活
躍
の
場
を
広

げ
る
た
め
の
総
合
的
な
対
策
の
強
化
が

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
が
能
力
を
発
揮
し
や
す
い
組
織

づ
く
り
や
仕
事
の
や
り
方
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
、経
済
が
発
展
し
、

安
定
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
目
指
し
て
身
近
な
こ
と
か
ら
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
活
動
支
援
課

　

（
２
５
）
８
５
２
６

女
性
の
活
躍
が
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
?!

梅雨時期到来！
「風水害」に備えましょう

風水害から身を守るためには、

日ごろからの心がけと、いざという時には確実に実践することが大切です。

　東日本大震災以降も、全国でさまざまな災害が発生しています。高島市内でもこれから梅雨時期を迎
えるにあたり、局地的な大雨や突風等による被害の発生が心配されます。
　「災害があるかもしれない」と考えて万が一に備えることと、「今まで何も起こっていない」と備えを
怠るのとでは、災害が起きた時の被害に雲泥の差があります。

増水している河
川や用水路に近
づかない

懐中電灯、着替
え、保存食等を
準備しておく

崖崩れ等の発生
するおそれのあ
る場所は、事前
にチェックして
おく

避難場所、避難
経路、家族との
連絡方法を検討
しておく

テレビ・ラジオ・
イ ン タ ー ネ ッ
ト・防災無線で
情報を確実に入
手する

危険だと感じた
ら、早めに安全
なところに避難
する

問高島警察署　 （22）0110

紙ごみ減量標語応募作品11 2013. ６月号 「すてないで　つかったかみも　リサイクル」平山　りく（マキノ）



紙ごみ減量標語応募作品 122013. ６月号紙ごみ減量標語応募作品13 2013. ６月号 「ごみ減量！！　みんなで捨てれば　ピッカピカ」藤下　雄生（今津） 「リサイクル　未来につづく　第一歩」福井　晶浩（新旭）

　教育委員会 infomation

このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
男
女
間
で
、

主
に
男
性
か
ら
女
性
に
振
る
わ
れ
る
暴
力
を
言
い
ま
す
。
長
期
に
わ
た

り
繰
り
返
し
受
け
る
暴
力
は
、
被
害
者
の
自
己
肯
定
感
を
奪
い
、
無
気

力
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、
被
害
者
が
一
人
の
力
で
抜
け
出
せ

な
い
状
態
に
置
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
最
も
大
き
な
問
題
で
す
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

① 

身
体
的
暴
力

③ 

子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
暴
力

② 

心
理
的
暴
力

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
性
的
暴
力
、
経
済
的
暴
力
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
は
単
独
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
何
種
類
か
の
暴
力
が
重
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

子
ど
も
に
暴
力
を
見
せ
る
、

子
ど
も
を
取
り
上
げ
る
、

子
ど
も
を
危
険
な
目
に
合
わ
せ
る
等
。

「
出
て
い
け
」「
口
答
え
す
る
な
」と
怒
鳴
る
、

無
視
す
る
等
。

殴
る
、
蹴
る
、
突
き
飛
ば
す
、
髪
を
ひ
っ
ぱ
る
等
。

「ＤＶかな？」と思ったら
　ＤＶ根絶の第一歩は多くの人がＤＶに関
心を持ち、決して他人事ではないと考える
ことです。どんなに親しい間柄であっても
暴力は許されない行為であることを「常識」
とすることが大切です。
　被害を受けたら、または身近な人が被害
を受けているようであれば、ためらわずに
右記の専門機関にご相談ください。相談は
匿名で行うことも可能です。

○子ども家庭相談課　 （２５）８５１７
　　または市内各保健センター

マキノ（27）1128　今　津（22）5101
朽　木（38）3111　安曇川（32）4413
高　島（36）8008　新　旭（25）8110

○働く女性の家　女性のための悩み相談室
　　 （２２）４０５２（予約制）
○滋賀県中央子ども家庭相談センター
　　 ０７７（５６２）１１２１

通報・相談先

「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
す
！

　
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
が
な
い

と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
６
月
上
旬
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
送
付
し
ま
す
。

６
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
市
役
所
子
育

て
支
援
課
、
ま
た
は
お
近
く
の
各
保
健

セ
ン
タ
ー
（
朽
木
は
支
所
）
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課

　
（
２
５
）
８
１
３
６

Ｄ
Ｖ
に
見
ら
れ
る
暴
力
の
種
類

６/28
までに

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
で
の
指
導

に
お
い
て
は
、
次
の
こ
と
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。

・「
気
持
ち
良
く
挨
拶
を
し
ま
し
ょ
う
」

・「
大
き
な
夢
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」

・「
や
さ
し
い
心
、
思
い
や
り
の
心
を

　
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」の
３
つ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
教
育
が
家
庭
や
地
域
で

も
推
進
さ
れ
、
温
か
い
家
庭
や
地
域
に

支
え
ら
れ
た
温
か
い
学
校
や
学
級
の
中

で
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
こ
と
や
、
人
と

人
と
の
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
が
で
き
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
い
じ
め
を
し

な
い
、
許
さ
な
い
子
ど
も
が
育
つ
こ
と

　
い
じ
め
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
は
学

校
と
家
庭
が
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
が

重
要
な
こ
と
か
ら
、
い
じ
め
対
策
に
関

す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
議
を
４
月
15
日（
月
）

に
安
曇
川
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
学
校
で
の
い
じ
め
対
策
の

説
明
と
高
島
警
察
署　
西
出
生
活
安
全

課
長
に
よ
る
い
じ
め
に
関
す
る
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

子
ど
も
た
ち
の
携
帯
電
話
の
所
持
の
現

状
や
使
い
方
の
問
題
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
取
り

組
む
い
じ
め
対
策
事
業
の
情
報
交
換
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　昨年度、生徒会ではいじめ未然防止の取り組みで、
「ＮＯ！ いじめ宣言」を実施しました。
　いじめの前兆が学校生活のいろいろな場面に潜ん
でいることを自作ビデオで訴え、学級の現状との比
較や、一人ひとりが本音を出し合う時間を持ちまし
た。その後、全校発表の機会を作り、各学級のさま
ざまな課題を出し合って、「ＮＯ！ いじめ宣言」を
発表しました。その成果を巨大ポスターにして、全
校生徒が毎日確認できるようにしました。
　今年度は生徒会テーマ「Ｆｏｒ　Ｍｙｓｅｌｆ」
のもと、１４６人の生徒全員が「学校に来ることが
楽しい」と感じられるように、生徒会役員が中心と
なって繋がりや絆を大切にした取り組みを企画し、
いじめのない学校づくりを進めます。

マキノ中学校生徒会の取り組み
●議案
・各種委員の委嘱等について
　　就学指導委員会委員
　　学校結核対策委員会委員
　　学校給食運営委員会委員
　　少年センター運営委員会委員
　　少年補導協力員
　　図書館協議会委員
　　スポーツ推進委員
●協議・報告事項
・いじめ対策にかかる取り組みについて
・平成 25 年度高島市立学校 学校評議員につい

て
・平成 24 年度高島市立学校 学校評価について
・平成 25 年度社会教育課・公民館事業計画に

ついて
・平成 24 年度高島市資料館事業について

第４回定例会報告　４月 22 日開催

教
育
長 

就
任
ご
あ
い
さ
つ

い
じ
め
対
策
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
会
議
を
開
催

高
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長　
富
永  

雄
教

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
体
力
の
向

上
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
を
通

し
て
学
ぶ
機
会
の
充
実
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
、

学
社
連
携
な
ど
は
本
市
の
重
要
な
教
育

課
題
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
、
市
民
の

皆
様
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
こ
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
高
い
志
を
持
ち
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
、
学
ん
だ
こ
と
を

実
行
し
よ
う
と
す
る
「
高
島
の
志
の
教

育
」
の
推
進
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

を しない・
させない・見逃さない⑯

➡
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0.0

1.0

2.0

3.0

3歳 5歳 小１ 小６ 中１ 中３

一人あたりのむし歯の本数

（本）
■高島　　■滋賀県

0.0

1.0

2.0

3.0

中３一人あたりのむし歯の本数

町
王
竜

市
山
守

市
津
大

市
南
湖

町
郷
豊

市
洲
野

市
賀
甲

町
荘
愛

市
東
栗

市
根
彦

市
津
草

市
浜
長

市
幡
八
江
近

市
江
近
東

町
野
日

町
賀
多

市
原
米

町
良
甲

均
平
県

（本）

1.71

市
島
高

2.72

【グラフ①】

【グラフ②】

▶
高
島
市
歯
科
医
師
会
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー

　
平
成
24
年
「
歯
と
口
の
健
康
」
図
面
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
最

優
秀
の
中
川
亜
美
さ
ん
の
作
品
と
、平
成
24
年
「
歯
と
口
の
健
康
」

啓
発
標
語
最
優
秀
の
岸
田
成
美
さ
ん
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

《気をつけたいこと》
・お菓子やジュースを極力控える
・寝る前に必ず歯みがきをする
・定期的に歯の健診を受ける
・フッ素を利用する
（効果的なフッ素の利用の仕方はかかりつけ歯科へ
  ご相談ください）

健
康
は 

食
か
ら 

歯
か
ら 

元
気
か
ら

　
６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
、
歯
と
口

の
健
康
週
間
で
す
。
皆
さ
ん
の
歯
と
口

は
健
康
で
す
か
？

　
高
島
市
の
子
ど
も
の
歯
の
状
態
を
グ

ラ
フ
に
し
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
①
）

　
小
学
１
年
生
か
ら
小
学
６
年
生
に
か

け
て
、
む
し
歯
だ
っ
た
乳
歯
が
永
久
歯

に
は
え
か
わ
る
た
め
、
む
し
歯
の
数
は

一
旦
減
り
ま
す
が
、
小
学
６
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
に
は
永
久
歯
の
む
し
歯
が

増
え
て
き
ま
す
。

　
中
学
３
年
生
で
の
永
久
歯
の
む
し
歯

は
、
県
内
で
も
多
い
方
で
す
。（
グ
ラ

フ
②
）

６
月
４
日
か
ら
歯
と
口
の
健
康
週
間

☆
ど
ん
な
検
査
？

　
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
、
う
つ
伏
せ
や
仰
向
け
に

体
の
向
き
を
変
え
て
胃
の
写
真
を
撮
る
Ｘ
線
検
査

で
す
。
最
近
の
バ
リ
ウ
ム
は
サ
ラ
サ
ラ
状
で
飲
み

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
検
診
車
に
よ
る

集
団
健
診
の
た
め
受
診
を
お
勧
め
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
方
は
医

療
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
バ
リ
ウ
ム
の
検
診
が
適
さ
な
い
方

・
妊
娠
中
の
方
、
妊
娠
の
疑
い
の
あ
る
方

・
バ
リ
ウ
ム
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
あ
る
方

・
消
化
管
の
閉
塞
ま
た
は
疑
い
の
あ
る
方

・
過
去
の
健
診
で
誤
え
ん（
バ
リ
ウ
ム
が
肺
に
入
っ

た
こ
と
）
が
あ
る
方

☆
集
団
健
診
が
適
さ
な
い
方

・
胃
を
切
除
さ
れ
た
方

・
現
在
、
胃
に
強
い
自
覚
症
状
の
あ
る
方

・
嚥え
ん
下
（
飲
み
込
む
こ
と
）
が
困
難
な
方

・
自
分
で
体
位
変
換
（
ス
ム
ー
ズ
に
寝
返
り
す
る
）

が
で
き
な
い
方

・
極
度
の
便
秘
症
、
ま
た
は
過
去
に
バ
リ
ウ
ム
に

よ
る
極
度
の
便
秘
症
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

・
心
臓
病
、
腎
臓
病
で
水
分
制
限
の
あ
る
方

このコーナーに関するお問い
合わせは、健康推進課まで
　　 （２５）８０７８

元気をチェック！

申
し
込
み
ス
タ
ー
ト

が
ん
検
診

　

が
ん
検
診
の
申
し
込
み
が
各
保
健
セ
ン

タ
ー
で
始
ま
り
ま
し
た
。「
た
か
し
ま
健
康

だ
よ
り
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
胃
が
ん
検
診
の
注
意
事
項
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

胃
が
ん
検
診

した。最近では傷が小さく、患者様にやさしい腹腔鏡手術に
力を入れております。
　高島市民病院には最近、腹腔鏡手術の最新設備が導入
され、また学会で技術を評価された内視鏡技術認定医も所
属しており、大規模病院と同等のレベルの高い手術を行うこ
とが可能となりました。当院で可能な腹腔鏡手術は胆石、胃
がん、大腸がん、ヘルニアなど多種多様ですが、虫垂炎、
消
しょうかかんせんこう

化管穿孔などの緊急疾患に対しても麻酔科の協力のもと積
極的に行える体制を整えています。５月から毎週金曜日に内視
鏡外科を専門に診療する外来を設置しましたので、何なりとご
相談いただければと思います。
　また新たに水曜日午後にヘルニア（脱腸）・肛門疾患を中
心に診察する外来を設置し、鼠

そけ い

径ヘルニア、腹壁ヘルニア、
痔核（いぼ痔）、裂肛（切れ痔）、痔ろうなどを対象疾患とし
ていますが、鼠径部のはれや肛門の出血、痛み、便通障害な
どでお困りの方はお気軽にご相談ください。手術が必要な場
合、状態にもよりますが、日帰り手術も可能です。
　日本では、乳がんが年々増加し、女性がかかるがんの第一
位になっています。当院では乳がんの早期発見、早期治療を
目的に、毎週木曜日に乳腺専門の診療日を設け、京都大学
乳腺外科・乳腺専門医による診察を行っています。私も日本

高島市民病院　 （３６）０２２０

「外科」からのお知らせ

～常勤医師が着任しました～
　内科 部長：関　　剛
　歯科・歯科口腔外科　医長：田中 宗亮
　外科 部長：森　友彦

　４月から高島市民病院
外科部長に就任しました
森　友彦といいます。これ
まで京都大学付属病院、
松江赤十字病院、岸和田
市民病院に勤務し、たく
さんの症例を経験してきま

乳癌学会乳腺認定医であり、木曜
日以外でも診察可能ですので、乳
房で気になることがあれば、いつで
も受診ください。
　高島市民の健康を支えるために、
日々精進してまいりますので、よろし
くお願い申し上げます。

紙ごみ減量標語応募作品 「みんなで　紙ごみへらせば　エコになる」渕田　康介（高島）15 2013. ６月号



紙ごみ減量標語応募作品 162013. ６月号紙ごみ減量標語応募作品17 2013. ６月号 「リサイクル　のこった紙も　つかおうよ」古川　翼（マキノ）

北部健康いきいき応援センター
（２２）５１０１･･･ 今津保健センター
（２２）０１9３･･･ 地域包括支援センター

南部健康いきいき応援センター
（３２）４４１３･･･ 安曇川保健センター
（３２）２５２０･･･ 地域包括支援センター　 生活相談課　 （25）8125

「紙のごみ　むだに使わず　リサイクル」古川　久斗（マキノ）

は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

口
腔
ケ
ア

高齢期の
お口の
健康づくり

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、
噛
ん

だ
り
飲
み
込
ん
だ
り
す
る
力

が
低
下
し
、
口
の
中
が
不
衛

生
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の

こ
と
は
、
全
身
に
も
悪
い
影

響
を
与
え
、
次
の
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

が
気
道
の
ほ
う
へ
入
っ
て
し

ま
い
、
同
時
に
お
口
の
細
菌

も
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
結
果
、
細
菌
が
肺
で
炎
症

を
起
こ
し
、
肺
炎
（
誤
嚥
性

肺
炎
）
に
な
り
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、
嚥
下

反
射
・
咳
反
射
（
誤
っ
て
飲

み
込
ん
で
し
ま
っ
た
時
な
ど

に
異
物
が
気
道
へ
入
ら
な
い

よ
う
に
、
咳
を
す
る
反
射
運

動
）
が
低
下
し
ま
す
。
睡
眠

中
に
気
付
か
な
い
間
に
唾
液

　
口
の
中
だ
け
で
な
く
、
入

れ
歯
に
も
汚
れ
が
た
ま
る

と
、
そ
こ
に
住
み
つ
い
て
い

る
細
菌
が
原
因
と
な
り
口
内

炎
が
誘
発
さ
れ
ま
す
。

　
口
の
筋
肉
の
衰
え
や
唾
液

量
の
減
少
に
よ
り
、
口
の
中

の
清
潔
が
保
ち
に
く
く
な
る

と
、
細
菌
が
増
え
、
口
臭
を

よ
り
強
く
す
る
原
因
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
入
れ
歯
も
不

潔
な
ま
ま
使
用
し
て
い
る

と
、
嫌
な
臭
い
の
原
因
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
原
因
と
な
る
細
菌
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
お
口
の
清
潔
が
大
切
で
す
。
日
ご
ろ
の
生
活

の
中
で
、
口
の
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
を
予
防
し

た
り
、
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
日
か
ら
「
お
口
の
健
康
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
！

【歯科相談のご案内】
　各保健センターで歯科相談を実施しています。自分に合った口の
手入れの方法を知りたい方など、ぜひご利用ください。お申込みは
健康いきいき応援センターまで

【お口の手入れ】

　高齢者を介護されている家族の方、過
去に介護経験のある方、介護に関心のあ
る方など、皆さんで情報交換をしたり、
介護の知識や技術について学んでみたり
しませんか。講演会のみの参加もできま
す。
日時　６月 17 日（月）11 時～ 15 時
場所　安曇川保健センター
内容　11 時～　情報交換
　　　12 時～　昼食
　　　13 時～
　　　　講演「認知症のケア
　　　　　　～行動を理解する～」
　　　　講師　認知症介護指導者
　　　　　　　　渡辺　哲弘さん
申込方法　６月 12 日までに、各地域包括
支援センターにお申し込みください。ま
た、お弁当（千円程度）を注文される場
合は、併せてお申し込みください。

家族介護教室

誤ご
え
ん
せ
い
は
い
え
ん

嚥
性
肺
炎

口
内
炎

口
臭

▼ このようなケースでは
恐怖心や関わりたくない
という思いから、購入を
承諾してしまうことがあ
ります。

【事　例】
知らない業者から「注文を受
けた健康食品を代金引換で送
る」と電話があった。「注文
した覚えがない」と断ると「注
文を受けた録音があるので、
受け取らないと裁判する」と
脅され、承諾してしまった。

「裁判する！」と脅す
健康食品の送りつけ

【アドバイス】
◎ 申し込んだ覚えがなければきっぱりと断

りましょう。
◎ 承諾していないのに一方的に商品を送り

つけられたときは、代金支払いの義務はな
く、受け取る必要もありません。受け取り
を拒否しましょう。

◎ 断りきれずに承諾し商品が届いてしまっ
ても、クーリング・オフ（無条件契約解除）
ができる場合があります。

◎ 困ったときは消費生活相談窓口にご相談
ください。

【注意点】
▼ 高齢者を狙った健康食品の悪質な販

売手口が増加しています。
▼ 断っても「注文したときの録音があ

る」「裁判をする」などと脅す手口が
見受けられます。

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部納
付）・若年者納付猶予・学生納付特例の承認
を受けられた期間がある場合、保険料を全額
納めたときよりも老齢基礎年金の受け取り額
が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受
け取る老齢基礎年金を増額するために、１０
年以内であればさかのぼって納める（追納）
ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の
翌年度から起算して３年度目以降に追納され
ると、当時の保険料額に一定の加算額が上乗
せされます。
　また、追納する場合には、先に経過した月
の分から順次納めていただくことになりま
す。

　国民年金は、日本に住む 20 歳以上 60 歳
未満のすべての人が加入しなければなりませ
ん。届出は加入する時だけでなく、被保険者
の種別が変わったときにも必要です。もし、
届出されなかった場合、年金額が少なくなっ
たり受け取れなくなったりする場合もありま
すので、必ず届出をしましょう。

※本人自署の場合、印鑑は不要です。

▼届出先　市役所保険年金課・各支所

届け出が必要なとき 持ち物

20 歳になったとき
(厚生年金や共済年金加入者を除く。) 印鑑※

退職したとき
( 厚生年金や共済年金に加入してい
た場合。第３号被保険者に該当する
場合を除く。）

印鑑※
年金手帳

配偶者の扶養からはずれたとき 印鑑※
年金手帳

追納をオススメします

こんなときは届出が
必要です

　 保険年金課　 （25）8137

国民年金保険料の免除期間
・納付猶予期間がある方へ



紙ごみ減量標語応募作品 182013. ６月号紙ごみ減量標語応募作品19 2013. ６月号 「がんばろう　未来のために　リサイクル」保木大二郎（新旭） 「かみごみは　リサイクルしたら　また物に・・・」古澤　梨華（高島）

ホームページ
■ 7 月掲載分締切　6 月 10 日（月）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
 ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示が付きます！

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■ 8 月号締切　６月 25 日（火）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28 ｍｍ× 85mm）
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ん

球
石
拳　

今
度
負
け
た
ら　

ど
う
し
ま
す

葉
桜
に　

小
雪
ち
ら
つ
く　

寒
さ
か
な

そ
の
時
は　

思
い
出
せ
ず
に　

人
の
名
を

梅
雨
到
来　

待
っ
て
ま
し
た
と　

蝸
か
た
つ
む
り牛

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

平
井　
真
造
（
安
・
上
古
賀
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

美
濃
部
正
昭
（
安
・
中
央
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

河
原
田　
平
（
今
・
岸
脇
）

稲
上　
昭
代
（
今
・
松
陽
台
）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

髙
橋　
久
一
（
新
・
藁
園
）

八
田
富
美
子
（
新
・
旭
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添えて投稿してください。作
品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　６月 25 日（火）必着（掲載は８月号）
★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

みんなで
みんなでつくるみんなのページ

ごみ減量推進室　 （25）8123

僕
と
一
緒
に

い
ろ
ん
な
紙
ご
み
を

分
別
し
て
み
よ
う
！

次の中で、リサイクルできる紙ごみ
はどれかな？Q

❶お菓子の箱　❷雑誌　❸トイレットペーパーの芯
❹洗剤の箱　❺レシート

❶ ❷ ❸ ❹ ❺

リサイクルすると匂いが残
るので、燃やせるごみに出
してください。

…「その他古紙」でリサイクルできます !!

リサイクルすると、黒い
斑点が出るので、燃やせ
るごみに出してください。

紙ごみ分別でごみ袋を

スリムにしてね！

可燃ごみ搬入量 削減量
４月 1,132,070 53,370
５月 1,269,380 ▲ 59,060
６月 1,132,210 78,670
７月 1,207,360 76,660
８月 1,300,800 53,080
９月 1,047,500 113,850
10 月 1,173,870 9,130
11 月 1,092,760 42,670
12 月 1,196,110 70,660
１月 1,060,980 ▲ 12,710
２月 895,930 41,450
３月 1,055,150 94,060

合　計 13,564,120 561,830
（561ｔ）

　ごみ減量大作戦２年目である平成 24 年度は、紙ごみの分け方・出し方が浸透し、
平成 21 年度と比べて約５６１トンの可燃ごみを削減することができました。
　２年目の目標である可燃ごみ削減量２，１２５トンには届かなかったものの、１年
目より約３６トン多くの可燃ごみを削減することができました。ご協力ありがとうご
ざいました。
　本年度は、ごみ減量大作戦～紙ごみ減量プロジェクト～の最終年度となります。目標値が更に
高くなりますが、１年目より２年目、２年目より３年目と、可燃ごみ削減量を増やすための普及
啓発活動に努めていきますので、引き続き皆さんのご協力をよろしくお願いします。

平成 24 年度の可燃ごみ削減量

平成 25 年度目標
可燃ごみ削減量 3,125t

（平成 21年度比）

○平成 24 年度月別実績 （ｋｇ）

“５６１ｔ”達成

★前年度より、
　可燃ごみ約 36 トンの削減に成功 !!
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平
成
25
年
度
高
島
市
職
員
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

《
上
級
一
般
事
務
職　
10
人
程
度
》

・
学
歴　
不
問

・
年
齢　
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で

　
　
　
　
に
生
ま
れ
た
方

▼
第
１
次
試
験

・
期
日　
７
月
28
日
（
日
）

・
会
場　
安
曇
川
公
民
館

・
方
法　
教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
第
２
次

試
験
を
８
月
下
旬
に
行
い
ま
す
。

　
最
終
合
格
者
発
表
は
９
月
中
旬
の
予
定

で
す
。

▼
受　
付

　
・
期
間　
６
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
～
28
日
（
金
）

　
・
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
・
場
所　
市
役
所
職
員
課

職
員
課
　
（
２
５
）
８
５
２
５

　
現
在
求
職
中
の
方
や
、
来
春
・
来
々
春

卒
業
予
定
の
大
学
生
・
専
門
学
生
の
方
な

ど
で
高
島
市
で
の
就
職
を
お
考
え
の
方

と
、
人
材
を
求
め
る
市
内
企
業
の
出
会
い

の
場
と
し
て
、
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
。

　
今
年
は
時
期
を
早
め
、
学
生
や
再
就
職

希
望
者
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
や
す
い

土
曜
日
に
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
６
月
29
日
（
土
）
12
時
～
16
時

▼
会
場　
安
曇
川
公
民
館

▼
内
容　

○
合
同
企
業
説
明
会　
13
時
～
16
時

　
　
市
内
企
業
が
各
社
順
番
に
説
明
や
Ｐ

　
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な

　
企
業
を
知
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
出
入

　
り
は
自
由
で
す
。

○
Ｐ
Ｒ
・
相
談
コ
ー
ナ
ー　
12
時
～
16
時

　
　
事
業
所
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
事

　
業
の
紹
介
や
、
製
品
・
商
品
の
Ｐ
Ｒ
、

　
個
別
説
明
を
行
い
ま
す
。
定
住
相
談
や

　
就
農
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
す
る
予
定

　
で
す
。

※
参
加
無
料
で
、
事
前
申
込
不
要
で
す
。

商
工
振
興
課

　
（
２
５
）
８
５
１
４

お
知
ら
せ

有  

料  

広  

告

㈱ぷろあーす高島市安曇川町西万木 384-6

近
江
た
か
し
ま

　
就
職
フ
ェ
ア
２
０
１
３

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
、
施
策
の
現
状
と
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
や
提
言
を
求
め
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い
懇
話
会

委
員
（
公
募
委
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
人
数　
３
人
以
内

▼
応
募
資
格　

　
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、
満
20
歳
以

上
で
高
島
市
内
に
在
住
、
在
勤
の
方

▼
委
員
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

▼
委
員
の
仕
事

　

年
２
～
３
回
程
度
の
会
議
に
出
席
し

て
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切　
６
月
14
日
（
金
）
必
着

▼
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

市
民
活
動
支
援
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
募
集
案
内
・
応
募
用
紙
は
各
支
所
ま
た
は

市
民
活
動
支
援
課
で
配
布
の
ほ
か
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
委
員
を
選
考
し
、

そ
の
結
果
を
ご
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・

市
民
活
動
支
援
課

　
（
２
５
）
８
５
２
６

　

shim
inkatudo@

city.

　
　
　
　
　
　

takashim
a.shiga.jp

男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る

懇
話
会
委
員
（
公
募
委
員
）
を
募
集

202013. ６月号21 2013. ６月号

コープしが 検索

くらしをくらしを

夕食サポート夕食サポート

約 軒に1軒が加入!約4軒に1軒が加入!約4軒に1軒が加入!

0120-709-502
組合員コールセンター

ししらしらしくくくくくく ししししくくくくらししをを

000111222
組合員コー組合員コ組合員コ

コープしがは創立２０周年を迎えました！ 滋賀県下滋賀県下

宅配宅配 店舗店舗

高島市新旭町新庄 1013-1 

0740-20-1159http://www.eonet.ne.jp/~heartfukushitaxi/

あなたの、お　   になります
車いすに乗ったまま、自由に乗り降りが出来ます
お一人でも、もちろん付き添いの方も同乗可能です
（車いす１台＋同乗者２名）
医療機関の通院や、入退院や転院も出来ます
ストレッチャー使用車で安心してご利用していただけま
す　（車いす２台または車椅子１台とストレッチャー）
福祉タクシーチケットも、ご利用になれます
ホームヘルパー資格者（民間患者輸送事業者）が送迎い
たします。安心してご利用ください

予 約 電 話

　
滋
賀
県
と
高
島
市
で
は
県
税
と
市
税
の

滞
納
額
の
縮
減
を
よ
り
一
層
進
め
る
た

め
、
県
と
市
の
職
員
が
共
同
で
徴
収
業
務

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
今
年
８
月
１
日
か

ら
西
部
県
税
事
務
所
高
島
納
税
課
を
高
島

市
役
所
内
に
移
転
し
ま
す
。

　
移
転
後
は
、
県
税
の
徴
収
事
務
に
加
え

て
、
法
人
事
業
税
等
の
申
告
受
付
、
軽
油

引
取
税
に
係
る
免
税
証
や
県
税
納
税
証
明

書
の
交
付
事
務
な
ど
は
、
市
役
所
内
で
行

い
ま
す
。
な
お
、
狩
猟
税
納
税
証
紙
の
販

売
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
高
島
合
同
庁
舎

内
で
行
い
ま
す
。

【
県
税
】
西
部
県
税
事
務
所
管
理
課　

　

０
７
７
（
５
２
２
）
９
８
０
５

　

  【
市
税
】
市
役
所
納
税
課

　
（
２
５
）
８
５
２
２

西
部
県
税
事
務
所
高
島
納
税
課

が
高
島
市
役
所
に
移
転
し
ま
す

高
島
市
職
員
採
用
試
験

　
高
島
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、

市
内
各
区
・
自
治
会
・
団
体
お
よ
び
企
業

が
地
域
や
職
場
な
ど
で
行
う
人
権
学
習
会

な
ど
の
教
材
と
し
て
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
や
職
場
で
の
人
権
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
、
子
ど
も
に
や
さ
し
い
気

持
ち
を
は
ぐ
く
む
ア
ニ
メ
作
品
な
ど
、
人

権
学
習
用
の
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
新
し
く

入
り
ま
し
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
は
無
料
で
す
。

詳
し
く
は
高
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
島
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

　
　
（
事
務
局　
社
会
教
育
課
）

　
（
３
２
）
４
４
５
７

滋賀県人権啓発
キャラクター

「ジンケンダー」

人
権
学
習
用
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
貸
し
出
し
ま
す

　

福
祉
医
療
費
受
給
券
（
乳
幼
児
を
除

く
）、
重
度
心
身
障
害
老
人
等
福
祉
助
成

券
お
よ
び
精
神
科
通
院
医
療
費
受
給
券
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

　
受
給
券
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
本
人
ま

た
は
保
護
者
な
ど
か
ら
の
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
受
給
券
の
申
請
受
付

　
現
在
、
受
給
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
に
は
、
更
新
手
続
き
の
案
内
を
送
付
し

ま
す
。
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支

所
の
窓
口
で
６
月
17
日
（
月
）
か
ら
７
月

１
日
（
月
）
ま
で
の
間
に
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
請
が
な
い
場
合
は
、
受
給
資
格
を
喪

失
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

★
平
成
24
年
中
の
所
得
の
申
告
は
お
済
み

で
す
か

　
平
成
25
年
度
所
得（
平
成
24
年
収
入
分
）

の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
受
給

券
の
更
新
手
続
き
が
行
え
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課

　
（
２
５
）
８
１
３
７

福
祉
医
療
費
受
給
券
な
ど
の

更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
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高
年
齢
者
の
再
就
職
促
進
の
た
め
の
技

能
講
習
会
を
年
10
回
程
度
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
６
月
は
次
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
高
年
齢
者
の
再
就
職
促
進
の
た
め
の
技

能
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
選
考
面
接
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
時
に
日
時
・
会
場
を
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所
・
申
込
締
切　

①
オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
講
習

　
・
日
時　
６
月
19
日
（
水
）
～
28
日
（
金
）

　
　
　
10
時
～
16
時

　
・
受
講
会
場　
滋
賀
ビ
ル
（
大
津
市
）

　
・
定
員　
20
人　

　
・
締
切　
６
月
10
日
（
月
）

②
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
技
能
講
習

　
・
日
時　
７
月
19
日
（
金
）
～
26
日
（
金
）

　
　
　
８
時
～
17
時

　
・
受
講
会
場　
ク
レ
フ
ィ
ー
ル
湖
東

　
　
　
　
　
　
　
（
東
近
江
市
）

　
・
定
員　
20
人
※
普
通
自
動
車
免
許
保
有
者

　
・
締
切　
７
月
１
日
（
月
）

③
介
護
員
初
任
者
研
修　

　
・
日
時　
７
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
11
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

　
・
受
講
会
場　
龍
谷
大
学
（
大
津
市
）

　
・
定
員　
40
人

　
・
締
切　
６
月
20
日
（
木
）

④
介
護
員
初
任
者
研
修

　
・
日
時　
７
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
～
11
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
９
時
～
16
時

　
・
受
講
会
場　
び
わ
こ
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
（
東
近
江
市
）

　
・
定
員　
40
人

　
・
締
切　
７
月
10
日
（
水
）

▼
対
象
者

　
55
歳
以
上
の
滋
賀
県
内
在
住
者
で
講
習

に
関
す
る
就
業
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
求
職
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
。

　
養
護
学
校
や
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
に
通
う
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
夏

休
み
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た

め
、「
高
島
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。
創
作
や
プ
ー
ル
遊
び
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
と
ふ

れ
あ
い
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
ま
す
。
こ

の
事
業
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
参
加
児
童
・
生
徒
と

一
日
一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
開
催
会
場
と
期
間

　
《
今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
》

　
　
７
月
29
日
（
月
）
～
８
月
１
日
（
木
）

　
《
安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
》

　
　
８
月
５
日
（
月
）
～
８
日
（
木
）

　
　
　
　
19
日
（
月
）
～
22
日
（
木
）

　
　
　
　
26
日
（
月
）
～
29
日
（
木
）

▼
時
間　
９
時
～
16
時

▼
募
集
締
切　
７
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
（
一
次
締
切
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
一
次
締
切
以
後
も

開
催
期
間
終
了
ま
で
随
時
募
集
し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
課 

　
（
２
５
）
８
５
１
６

自
然
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
、
キ
ャ
ン
プ

や
野
外
活
動
、
自
然
観
察
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
施
設
で
す
。
２
０
８
人
収
容
の
宿

泊
室
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
野
外
自
炊
場
な
ど

が
あ
り
、テ
ン
ト
泊
を
体
験
で
き
る
ほ
か
、

カ
ヌ
ー
遊
び
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
や
少

人
数
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

も
く
も
く
の
里　

　
（
２
４
）
０
１
３
１

　
保
育
人
材
バ
ン
ク
で
は
、
登
録
さ
れ
た

方
を
対
象
に
、
県
内
の
保
育
施
設
で
働
き

た
い
方
へ
お
仕
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
・
看
護
師
・
保
健
師
・
栄
養
士
・

調
理
師
の
い
ず
れ
か
の
免
許
を
お
持
ち
の

方
、
現
在
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
、

将
来
就
職
を
考
え
て
い
る
方
も
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
６
月
13
日
（
木
）
13
時
～
16
時

▼
場
所　
高
島
地
域
地
場
産
業
振
興

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　
保
育
士
・
看
護
師
・
保
健
師
・
栄
養
士
・

　
調
理
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

▼
参
加
費　
無
料

※
申
込
不
要

滋
賀
県
保
育
協
議
会

　
　
　
保
育
人
材
バ
ン
ク

　

０
７
７
（
５
１
６
）
９
０
９
０

湖
岸
で
地
域
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

開
催
日
変
更

　
広
報
た
か
し
ま
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
「
今
津
地
域
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
、

都
合
に
よ
り
６
月
８
日
（
土
）
に
変
更
し
ま

し
た
。
な
お
、
時
間
お
よ
び
場
所
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
　
（
３
２
）４
４
５
９

　
手
話
の
知
識
の
向
上
を
図
り
、
耳
の
不

自
由
な
方
の
生
活
や
背
景
を
知
り
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
20
月
、７
月
４
日
、18
日
、

　
　
　
　
８
月
１
日
、
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
※
９
月
15
日
（
日
）
に
は
現
地
見
学
、

　
　
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
場
所　
働
く
女
性
の
家

▼
対
象　
今
ま
で
に
手
話
の
学
習
経
験
の

　
　
　
　
あ
る
方

▼
定
員　
15
人

▼
参
加
費　
無
料

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

・

湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー　
ほ
ろ
ん

　
（
２
２
）
４
０
４
１　

　
（
２
２
）
４
１
３
１

「
高
島
サ
マ
ー
ホ
リ
デ
ー
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
!!

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア
対
象『
技
能
講
習
会
』

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ニ
ア
対
象『
技
能
講
習
会
』

保
育
人
材
バ
ン
ク
出
張
登

録
・
相
談
会

手
話
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
習
会
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整
骨
院
や
接
骨
院
で
の
施
術
（
治
療
）

に
は
、
次
の
と
お
り
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
を
使
え
る
場
合
と
使
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
○
被
保
険
者
証
が
使
え
る
場
合
》

　
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
、
ね
ん
ざ
（
肉
ば

　
な
れ
を
含
む
）
の
施
術
を
受
け
た
と
き

※
骨
折
や
脱
臼
に
つ
い
て
は
、
緊
急
の
場
合

を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
。　

《
×
被
保
険
者
証
が
使
え
な
い
場
合
》

・
疲
労
や
慢
性
的
な
要
因
で
の
単
な
る
肩

　
こ
り
や
筋
肉
疲
労　
　

・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲
労
改
善

・
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
五
十
肩
、
関
節

炎
、
ヘ
ル
ニ
ア
等
に
よ
る
コ
リ
や
痛
み

・
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

・
仕
事
中
や
通
勤
途
中
に
起
き
た
負
傷

　
（
労
災
保
険
の
対
象
と
な
る
場
合
）
等

※
医
師
や
柔
道
整
復
師
の
診
断
ま
た
は
判
断

等
に
よ
り
健
康
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

★
施
術
を
受
け
る
と
き
は
次
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い

①
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

（
交
通
事
故
に
該
当
す
る
場
合
は
、
保
険

年
金
課
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
ま
で
お
届

け
を
お
願
い
し
ま
す
。）

②
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
内
科

的
な
要
因
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
医
師

の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

③
療
養
費
支
給
申
請
書
の
署
名（
サ
イ
ン
）

は
、
柔
道
整
復
師
が
患
者
さ
ん
に
代
わ
っ

て
保
険
請
求
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
自
身
が
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

④
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。（
市
か
ら
送
付
す
る
医
療
費

の
お
知
ら
せ
で
金
額
・
日
数
の
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
確
定
申
告
で
医
療

費
控
除
を
受
け
る
際
に
も
領
収
書
が
必
要

で
す
。）

☆
施
術
日
や
施
術
内
容
に
つ
い
て
、
市
か

ら
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
年
金
課

　
（
２
５
）
８
１
３
７

整
骨
院
や
接
骨
院
の
受
診

に
つ
い
て
お
知
ら
せ

▼
日
時

①
低
木
の
剪
定

・
日
時　
６
月
12
日
（
水
）
８
時
30
分
～

②
草
刈
り
機
の
使
い
方

・
日
時　
６
月
17
日
（
月
）
13
時
30
分
～

③
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
使
い
方　

・
日
時　
６
月
20
日
（
木
）
13
時
30
分
～

▼
場
所　
受
講
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す

▼
対
象
者　

　

55
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
。

▼
参
加
費　
無
料

※
定
員
（
各
20
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

※
各
コ
ー
ス
４
時
間
程
度
の
研
修
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

・

（
公
社
）
高
島
市
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
３
６
）
８
１
９
１

▼
参
加
費　
無
料

・

（
公
社
）
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

０
７
７
（
５
２
５
）
４
１
２
８

　
今
津
町
に
あ
る
「
も
く
も
く
の
里
」
は

吹
田
市
立
少
年
自
然
の
家 

も
く
も
く
の
里

夏
の
利
用
受
付
は
じ
ま
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
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催　
し

～
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
施
設
で

　
　
親
子
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

　
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
と

身
近
に
起
こ
り
う
る
災
害
。

　
今
回
、
身
近
な
地
震
災
害
を
想
定
し
た

避
難
所
生
活
を
実
際
に
体
験
す
る
サ
バ
イ

バ
ル
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
す
。

　
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
知
っ
て
お
く

と
得
す
る
知
恵
や
工
夫
を
み
ん
な
で
楽
し

く
学
び
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
『
親
と
子
の

絆
の
大
切
さ
』
や
『
み
ん
な
で
助
け
合
う

こ
と
の
大
切
さ
』
の
意
識
を
高
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
８
月
３
日
（
土
）
10
時

　
　
　
　
　
～
４
日
（
日
）
13
時
頃

▼
場
所　
椋
川
山
の
子
学
園
、

　
　
　
　
お
っ
き
ん
椋
川
交
流
館
周
辺

▼
募
集
人
数　
70
人

　
　
　
　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
参
加
費　
大
人
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
子
ど
も　
５
０
０
円

▼
内
容　

「『
い
ざ
』
と
い
う
と
き
の
た
め
の
サ
バ
イ

バ
ル
」

　
・
空
き
缶
で
コ
ン
ロ
や
ラ
ン
タ
ン
を
作

　
　
ろ
う

　
・
電
気
が
無
い
と
き
の
夜
間
歩
行
体
験

　
・
天
文
台
で
の
天
体
観
察

　
・
自
衛
隊
に
よ
る
入
浴
車
で
の
入
浴
体
験

　
　
※
自
衛
隊
の
方
が
来
ら
れ
ま
す
。

▼
申
込
期
間　
６
月
17
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
～
７
月
５
日
（
金
）

・

社
会
教
育
課

　
（
３
２
）
４
４
５
７

市
内
各
公
民
館

と
な
り
ま
す
。（
事
務
局
で
審
査
等
を
行

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

▼
チ
ー
ム
編
成

・
各
部
と
も
最
大
19
人

・
年
齢
、
性
別
等
の
構
成
は
自
由
で
す
。

・
複
数
の
チ
ー
ム
へ
の
重
複
出
場
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
参
加
料
（
１
チ
ー
ム
）

・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
の
部　
２
万
円

・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
の
部　
１
万
５
千
円

▼
大
会
賞
金
等

・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
の
部
の
み

　
優
勝
５
万
円
ほ
か

・
特
別
賞
（
大
会
を
盛
り
上
げ
た
チ
ー
ム
等
）

▼
申
込
締
切　
６
月
28
日
（
金
）

・

び
わ
湖
高
島
ペ
ー
ロ
ン
大
会

　
　
　
　
実
行
委
員
会　
（
観
光
振
興
課
）

　
　
　
　
（
２
５
）
８
０
４
０

　
　

今
津
支
所
　
（
２
２
）２
５
５
１

▼
日
時　
６
月
22
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

▼
内
容　
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

　
（
特
殊
な
保
存
料
を
使
っ
た
生
花
を
自

由
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
創
作
す
る
活
動
）

▼
開
催
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
対
象　
市
内
在
住
で
障
害
者
手
帳
を　

　
　
　
　
お
持
ち
の
方

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン・紙
袋（
花
を
持
っ

て
帰
る
た
め
に
使
う
）

▼
参
加
費　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
定
員　
15
人

▼
申
込
締
切　
６
月
13
日
（
木
）

・

湖
西
総
合
住
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ほ
ろ
ん

　
（
２
２
）
４
０
４
１

　
高
島
の
夏
の
風
物
詩「
ペ
ー
ロ
ン
大
会
」

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日　
７
月
28
日
（
日
）

▼
場　
所　
今
津
町
南
浜　
琵
琶
湖
岸

　
《
出
場
チ
ー
ム
大
募
集
！
》

　
事
業
所
や
自
治
会
、
友
人
チ
ー
ム
等
、

中
学
生
以
上
の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
ど
の

よ
う
な
チ
ー
ム
構
成
で
も
出
場
で
き
ま
す

の
で
、
親
睦
や
ひ
と
夏
の
思
い
出
作
り
に

ぴ
っ
た
り
の
ペ
ー
ロ
ン
大
会
へ
ぜ
ひ
ご
出

場
く
だ
さ
い
！

▼
募
集
チ
ー
ム
概
要　

《
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
の
部
》

　
一
定
の
競
漕
技
術
を
持
つ
、
大
会
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
目
指
す
チ
ー
ム
に
よ
り
レ
ー

ス
を
行
い
ま
す
。

《
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
の
部
》

　
勝
敗
よ
り
も
親
睦
を
目
的
と
し
た
チ
ー

ム
に
よ
り
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
チ
ー
ム
数

《
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
の
部
》
16
チ
ー
ム

《
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
の
部
》 　
32
チ
ー
ム

※
出
場
す
る
「
部
」
は
各
チ
ー
ム
の
判
断

○
協
賛
企
業
等
大
募
集

　
実
行
委
員
会
で
は
、
ペ
ー
ロ
ン
大
会
を

盛
り
上
げ
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
企
業

や
商
店
等
を
募
集
し
ま
す
。

▼
特
典

　
「
大
会
冊
子
」
に
記
載
。
会
場
で
企
業

名
等
の
掲
出
。

▼
協
賛
内
容

　
出
場
者
や
観
覧
者
へ
の
贈
呈
用
の
特
産

品
や
割
引
チ
ケ
ッ
ト
等
の
提
供

　
大
工
さ
ん
と
一
緒
に
市
内
産
材
を
使
っ

た
木
工
品
を
作
り
ま
す
。

　
無
垢
の
木
の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
、
モ

ノ
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　
６
月
８
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
12
時

　
　

 　
（
受
付
９
時
30
分
～
10
時
30
分
）

▼
場
所　

｢

高
島
の
木
の
家｣

モ
デ
ル
住
宅

　
　
　
　
（
新
旭
町
新
庄
一
丁
目
３
ー
12
）

▼
定
員　
先
着
30
人

▼
参
加
費　
無
料

※
事
前
申
込
不
要

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
島
の
木
の
家
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
（
２
０
）
１
１
７
９

　
建
築
士
さ
ん
を
交
え
て
キ
ッ
チ
ン
や
収

納
な
ど
身
近
な
テ
ー
マ
か
ら
将
来
の
家
づ

く
り
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
や
工
夫
を
見
つ
け

る
ひ
と
と
き
で
す
。

　
今
回
は
、
無
垢
の
木
の
床
の
お
手
入
れ

方
法
や
時
期
、
水
回
り
や
外
壁
の
お
手
入

れ
方
法
な
ど
、木
の
家
を
守
る
お
話
で
す
。

▼
日
時　
６
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所　
「
高
島
の
木
の
家
」
モ
デ
ル
住
宅

　
　
　
　
（
新
旭
町
新
庄
一
丁
目
３
ー
12
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
定
員　
10
人
程
度

▼
申
込
締
切　
６
月
12
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

・

高
島
の
木
の
家
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
（
２
０
）
１
１
７
９

　
（
２
０
）
１
６
６
０

　

takashim
a-kinoie@

nike.

　
　
　
　
　
　
　
　
　

eonet.ne.jp

　
滋
賀
県
下
最
大
と
い
わ
れ
て
い
る
平
池

の
カ
キ
ツ
バ
タ
群
落
と
、
標
高
５
５
０
ｍ

に
あ
る
爽
や
か
な
高
原
で
、自
然
観
察
会・

工
作
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
10
時
～
14
時
30
分
頃

▼
場
所　
ビ
ラ
デ
ス
ト
今
津
、
平
池
周
辺

▼
定
員　
28
人

▼
参
加
費　
１
，
４
０
０
円

　
（
資
料
代
、保
険
代
、工
作
体
験
費
用
等
）

お
弁
当
希
望
の
方
は
別
途
１
，
０
０
０
円

▼
申
込
締
切　
６
月
13
日
（
木
）

▼
申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

今
津
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
（
平
日
10
時
～
16
時
）

　

・
（
３
３
）
７
１
５
５

　
午
前
は
、
新
緑
の
中
、
色
々
な
植
物
を

観
察
し
な
が
ら
散
策
を
楽
し
み
ま
す
。

　
午
後
は
、
芝
生
の
広
場
で
、
心
も
体
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
体
操
を
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
８
日(

土)

　
　
　
午
前
の
部　
10
時
～
12
時

　
　
　
午
後
の
部　
13
時
～
15
時

▼
場
所　
森
林
公
園
く
つ
き
の
森

▼
対
象
者　
ど
な
た
で
も

　
　
　
　
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定
員　
各
30
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
参
加
費

　
午
前
の
部　
大
人　
１
，
０
０
０
円　

　
　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
５
０
０
円

　
午
後
の
部　
一
律　
１
，
０
０
０
円

※
お
弁
当
は
、各
自
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　
６
月
５
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
も
可

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

森
林
公
園
く
つ
き
の
森

　
（
３
８
）
８
０
９
９

　
（
３
８
）
８
０
１
２

　

森
林
公
園
く
つ
き
の
森
で
検
索

　

asosatoyam
a@

zb.ztv.ne.jp

第
22
回

び
わ
湖
高
島
ペ
ー
ロ
ン
大
会

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ

障
が
い
者
対
象

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

「
高
原
に
咲
く
野
生
の
カ
キ
ツ
バ
タ

と
山
野
草
」
を
訪
ね
る
自
然
観
察
会

く
つ
き
の
森
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
＋
α

～
植
物
観
察
＆
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
体
験
～

大
工
さ
ん
と
つ
く
る

木
工
教
室

「
き
の
い
え
ど
き
」
く
ら
し

を
楽
し
く
す
る
セ
ミ
ナ
ー
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nformationI 暮らしの情報
文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）までお寄せください。
締め切りは毎月2５日です。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
知
的
障
が
い
の
人

た
ち
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
が
滋
賀
県
で
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
高
島
市
で
の
活
動
に
向
け
て
一
日

体
験
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
楽
し

い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　
６
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時
30
分

▼
場
所　
安
曇
川
総
合
体
育
館

▼
体
験
種
目　
卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
対
象

　
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
、そ
の
ご
家
族
、

関
係
者
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
等
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
方

▼
持
ち
物

　
運
動
が
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
、
飲
料
、
タ
オ
ル

▼
定
員　
50
人

▼
参
加
費　
無
料

※
申
込
不
要

高
島
地
区
準
備
委
員
会
事
務
局

　
（
２
２
）
４
０
４
１

　
滋
賀
県
設
立
準
備
委
員
会
事
務
局

　

０
９
０
（
４
０
３
６
）
４
５
１
０

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
の
集
い
in
高
島

相　談 日　時 場　所 内　容

全国一斉
人権擁護委員の日
特設相談所

人権施策課
　 （25）8524

６月３日（月）
13 時 30 分～ 16 時

市役所本庁、
マキノ支所、
朽木支所、
高島支所、
今津老人福祉
センター、
安曇川ふれあ
いセンター

　６月１日の「人権擁護委員の日」にあわせて、特設
相談所を開設します。
　法務大臣から委嘱された人権擁護委員が、皆さんの
悩みごとや心配ごとの相談をお受けします。身近な相
談相手としてお気軽にご相談ください。

女性のための
悩み相談室

市民活動支援課
　 （25）8526

６月
５日・19 日（水）
８日・22 日（土）
　13 時 30 分
　～ 16 時 30 分
※相談時間一人 50 分以内

働く女性の家
※ 5 日は
安曇川公民館

 「こんなこと、相談するほどのことでもないのかな…」
と思わずにどんな悩みでも気軽にご相談ください。市
外からフェミニストカウンセラーを迎え、あなたにあっ
た解決策を一緒に探します。
▼申込方法　事前にご予約ください。（定員各３人）
　　　　　　予約専用電話番号（２２）４０５２

オストメイトの
地域相談会
（公社）日本オストミー

　　協会滋賀県支部
　 ０７７（562）1773

６月 15 日（土）
13 時 30 分
　～ 15 時 30 分

安曇川公民館
　オストメイト（人工肛門・人工ぼうこう保有者）と
その家族を対象に地域相談会を開催します。
▼講演「ストーマケアについて」（予定）

ひとりでなやまないで！
子どもの人権１１０番
強化週間

大津地方法務局
　人権擁護課
　 ０７７（522）4673

６月 24 日（月）
　～ 30 日（日）
８時 30 分～ 19 時

（電話相談）

　「いじめ」「不登校」「虐待」などさまざまな悩みを
抱えている子どもたちや、子どものことで悩んでおら
れるご家族等のために、「子どもの人権１１０番」を
設置し電話相談をお受けしています。
　強化週間の期間中は、臨時電話を増設して相談をお受
けします。一人で悩まずお気軽にご相談ください。
▼相談先電話番号　０１２０（００７）１１０
　（子どもの人権 110 番　フリーダイヤル）

一日年金相談所

保険年金課
　 （25）8137

６月 27 日（木）
　10 時～ 16 時 安曇川公民館

▼申込方法　次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　 ０７７（５２１）１４８９　
　　　　平日８時 30 分～ 17 時
※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。
※定員になり次第、締め切ります。

高島行政なんでも
相談所

滋賀行政評価事務所
　 行政相談課
　 ０７７（523）1926

生活相談課
　 （25）8125

６月 28 日（金）
13 時 30 分～ 16 時

（受付）13 時～ 15 時

今津東
コミュニティ
センター

　暮らしに身近な相談をお受けします。
▼参加機関と相談内容
　大津地方法務局……　土地登記関係
　滋賀県………………　県の行政全般
　高島市………………　高島市の行政全般
　滋賀県司法書士会…　登記、相続、多重債務、成年後見等
　滋賀県行政書士会…　遺言書、遺産分割協議書等の書き方
　行政相談委員、滋賀行政評価事務所…　国の行政全般

相　談（秘密厳守・相談無料）

262013. ６月号

鑑 賞 無 料
10 時～ 17 時 30 分

ギャラリー 藤乃井

安曇川町田中 426　 （32）0150

「ペーパークラフト展
　足達泰子とその仲間」

10 時～ 22 時

ギャラリー Cafe Cozy 「琵琶湖・さざ波」
米川紫明（染色作家）

「普段使いの器展」
小谷康弘

琵琶湖周航の歌資料館 「水彩画作品展」
９時～ 17 時 最終日 16 時まで

水彩画サークル彩友

びれっじ１号館

たかしままちづくりセンター
　 （36）2011

「宮崎弥栄作陶展」
10 時～ 16 時

ガリバーホール

マルガレーテ　 （25）6954

しますえよしおコンサート
14 時開演

大　　人　2,500 円
障がい者　2,000 円

（当日 500 円増）

（協力）ほほえみコーラス
　　　   高島手話サークル扇の会

藤樹の里文化芸術会館 　地元高島市をはじめ、全国各地から参
加する合唱団が、課題曲「琵琶湖周航の
歌」と自由曲で美しいハーモニーを競い
ます。

第 17 回「琵琶湖周航の歌」
音楽祭合唱コンクール

高島市民会館

10 時開演

全席自由

一　律 　　５００円

藤樹の里文化芸術会館
ブラス♪ ジャンボリー in 高島

高島市民会館　 （22）1764

高島市民会館

14 時 開演
全席自由
鑑賞無料

高島市文化の支援事業

藤樹の里文化芸術会館
アンサンブル今津
ロビーコンサート

高島市民会館

14 時 開演
全席自由
鑑賞無料

高島市文化の支援事業

●コーナー展示
●常設展示

高島歴史民俗資料館

高島の歴史と風土に出会える
　・継体王朝と古代高島
　・大溝城と大溝藩

近藤重蔵展
コーナー展示

朽木資料館

朽木の歴史にふれる
　朽木陣屋と木地師の紹介
※国名勝　「朽木池の沢庭園」関連展示９時～ 16 時 30 分

９時～ 16 時 30 分

●コーナー展示

●常設展示
木地師の世界

コーナー展示

マキノ資料館 マキノの生活文化を伝える
　山村・農村・港街の生活文化を紹介

９時～ 16 時 30 分
常設展示

入館無料月・火・祝日
  　  休

入館無料月・火・祝日
  　  休

入館無料月・火・祝日
  　  休

全席自由

ブラック・ボトム・ブラス
・バンド   ライヴ in たかしま

ガリバーホール

14 時 開演

公共ホール音楽活性化支援事業

　日本で唯一のニューオリンズスタイル
のブラスバンドが、高島市にやってく
る！　６月７～８日は市内の学校で音楽
の授業を実施。子
どもたちとの出逢
いを大切に、思い
を込めて演奏しま
す。

　吹奏楽愛好者が結集！ 
　２００人の大演奏会は迫力満点！

《助成》（財）地域創造
《制作協力》（一財）日本クラシック音楽事業協会

一　般

小学生以下
★未就学児も入場
　できます

中学生・高校生

　２,０００円

無料
　５００円

（当日５００円増）

全席自由

イタリアの情熱
～オペラアリアとナポリ民謡～

ガリバーホール　 （36）0219

ガリバーホール

14 時 開演
　オペラ発祥の国、カンツォ
ーネの国イタリアの演奏家
と、本場イタリアで研さんを
積んだ日本人アーティスト、
山本隆子、小林大作ほかの出
演による、オペラとカンツォ
ーネの名曲コンサート。
▼出演
　山本隆子（ソプラノ）、
　小林大作（テノール）、
　ダヴィデ・ロッカ（バリトン）、
　アリアーノ・フレディアーニ
　（ピアノ）

一　般

高校生以下

　２,０００円

　１,５００円

（当日５００円増）

藤樹の里文化芸術会館 　高島市を中心に活動されている皆さん
による発表会です。

土
高島文化芸能フェスティバル
２０１３

藤樹の里文化芸術会館

10 時 30 分 開演

全席自由
入場無料 藤樹の里 文化芸術会館　 （32）2461

湖西地域の文化情報

６/２日

６/９日

ガリバーホール　 （36）0219

マキノ資料館　 （27）1484

～8/31土
6/21金

朽木資料館　 （38）2339

～30日
6/5 水

高島歴史民俗資料館　 （36）1553

6/16日

6/23日

高島市民会館　 （22）1764

高島市民会館　 （22）1764

７/７日

・7 日
7/6土

今津町中沼 1 ー 5 ー7　 （22）2108鑑 賞 無 料月・休

鑑 賞 無 料月・休

6/1土～15土

6/6木～13木

6/21金～25火

※最終日　16 時まで
今津町舟橋 2 ー 8 ー10　 （22）1414鑑 賞 無 料火・休

6/1土～15土

6/16日～30日

6/29 土



話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。

本や調べものについてのお問い合わせも受けつけています。お気軽にご連絡ください。

▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。 開館日カレンダー

平成 25 年４月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ
松　村　美　玖 女 ４ 月 ５ 日 蛭　口

  今　　　津
西　村　彩　葉 女 ４ 月 １ 日 弘　川

岩　村　誠　治 男 ４ 月 ６ 日 今　津

柴　田　　　歩 男 ４ 月11日 舟　橋

石　川　美　桜 女 ４ 月14日 日置前

  新　　　旭

お誕生おめでとう！

ま つ む ら

に し む ら

い わ む ら

し ば た

い し か わ

み く

い ろ は

せ い じ

あゆむ

み お

氏　名 性別 生年月日 ところ

梅　村　芽　依 女 ３ 月29日 安井川

河　合　咲　貴 女 ４ 月10日 安井川

饗　庭　海　空 男 ４ 月11日 饗　庭

  安　曇　川
中　川　紗　弥 女 ３ 月27日 田　中

安　原　愛　美 女 ４ 月 ７ 日 田　中

牧　　　春　花 女 ４ 月 ９ 日 西万木

宮　崎　仁　弥 男 ４ 月 ９ 日 上古賀

氏　名 性別 生年月日 ところ

石　島　悠　樹 男 ４ 月18日 田　中

  高　　　島
兼　田　眞　子 女 ３ 月25日 鴨

田　中　佑　樹 男 ３ 月29日 野　田

中　村　涼　太 男 ３ 月29日 鴨

中　谷　春　翔 男 ４ 月 ９ 日 勝　野

横　田　大　毅 男 ４ 月17日 武曽横山

墨　友　一　颯 男 ４ 月21日 城山台

人

平成 25 年４月 30 日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ
掲載しています。

５２，３９２人    （  －86）
５２，９９４人（－688）

５２,３０６人

１９,９３８世帯

２５,４７８人
２６,８２８人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
井　 　榮　子 女 87 蛭　口

馬　野　冨美子 女 85 海　津

木　下　音五良 男 88 下開田

寺　田　郷　平 男 86 沢

土井川　享　三 男 87 野　口

  今　　　津
大　村　ゑ　い 女 83 桂

中　井　エ　ミ 女 88 弘　川

中　野　百合子 女 39 日置前

西　川　ふ　み 女 95 今　津

棟　方　道　榮 女 88 深清水

氏　名 性別 年齢 ところ

森　本　つ　ね 女 103 梅　原

  新　　　　旭
河　内　よ　し 女 89 藁　園

桑　田　正　男 男 85 太　田

清　水　サ　ワ 女 92 旭

辻　　　ふじ野 女 83 饗　庭

  安　曇　川
梅　村　 　 女 99 四津川

梅　村　夘之助 男 83 四津川

川　口　八重子 女 91 川　島

齊　藤　み　ね 女 89 四津川

馬　塲　英　夫 男 83 下小川

氏　名 性別 年齢 ところ

山　本　知津子 女 77 川　島

  高　　　島
竹　中　政　一 男 87 勝　野

辻　　　正　春 男 63 鴨

林　　　　　清 男 65 畑

林　　　成　夫 男 86 鹿ヶ瀬

松　井　利　夫 男 83 勝　野

萬　木　敏　和 男 79 勝　野

横　田　新　三 男 87 武曽横山

  朽　　　木
内　田　勇二郎 男 62 岩　瀬

窓口だより

う め む ら

か わ い

あ い ば

な か が わ

や す は ら

ま き

み や ざ き

め い

さ き

か い あ

さ や

ま な み

は る か

と き や

い は な

う ま の

き の し た

て ら だ

ど い が わ

お お む ら

な か い

な か の

に し か わ

む ね か た

も り も と

か わ う ち

く わ た

し み ず

つ じ

う め む ら

う め む ら

か わ ぐ ち

さ い と う

ば ん ば

や ま も と

た け な か

つ じ

はやし

はやし

ま つ い

ゆ る ぎ

よ こ た

う ち だ

え い こ

ふ み こ

お と ご ろ う

ご へ い

き ょ う ぞ う

え

え み

ゆ り こ

み ち え

ま さ お

さ わ

　 の

い さ

う の す け

や え こ

ひ で お

ち づ こ

ま さ い ち

ま さ は る

きよし

し げ お

と し お

と し か ず

し ん ぞ う

ゆ う じ ろ う

い し じ ま

か ね だ

た な か

な か む ら

な か た に

よ こ た

す み と も

ゆ う き

ま こ

ゆ う き

り ょ う た

は る と

だ い き

い っ さ

項　目 期　別 納期限
市 ・ 県 民 税（普通徴収）全期前納・第１期

７月１日国民健康保険税（普通徴収） 第３期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第３期
上水道使用料（4月～5月使用分） ６月期

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されるこ
とになります。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

納付のお知らせ6月 ○市・県民税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
　料の特別徴収（年金からのお支払い）対象者の皆さん

６月 14 日受け取りの年金から天引きされます。

29 2013. ６月号

６月 開館時間
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

今津図書館
（22）3827

10 時～ 19 時
（土曜 21 時まで） 休 話 休 休 話 休

安曇川図書館
（32）4711

10 時～ 19 時
（金曜 21 時まで） 話 休 休 話 休 休

マキノ図書館
（27）0350 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休
朽木図書サロン
（38）2324 10 時～ 18 時 休 休 休 休 休 休 話 休 休
新旭図書室
（25）2811 10 時～ 18 時 話 休 休 休 休 話 休 休 休 休
高島図書室
（36）2160 10 時～ 18 時 休 休 休 休 話 休 休 休 休

　
司書の

『かんたんＤＩＹで、おしゃれ収納
　　　　　　　　　初心者でもＯＫ！』
玉井香織／著（実業之日本社）

　手持ちの家具や雑貨を自分ら
しくリメイクしたり、我が家の
サイズにピッタリな収納グッズ
が作れたらいいですよね。こん
なのがほしいなぁ・・と思った
ら、さあチャレンジ！

　えっ？ こんなのも食べられ
るの？ と驚きのレシピも。野
草料理で家族や友達に自慢でき
そう。散歩しながら野草を摘ん
で、季節の味を楽しめるので心
と身体もリラックス♪

加藤徹／著（朝日出版社）

　学生の時にはなかなか覚えら
れなかった漢文も、今読むと力
強く心に届きます。昔の人が伝
えたかった想い、響いてきませ
んか？

　時代や生活の変化の中で詠ま
れ続けた２００首以上の作品か
ら、選りすぐって１冊の歌集と
なりました。
　故郷の情景が脳裏にひろがり
ます。著者はマキノ町在住。

『食べる野草図鑑　季節の摘み菜レシピ１０５』
岡田恭子／著（日東書院）

『歌集　まだら雪　わが青春の軌跡』
小川源一郎／著

今月のおすすめ 催し物のお知らせ ６月
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『新版　絵でよむ漢文』
　「好きな作家の本は一通り読ん
でしまったし、新刊もなかなか出
ない。何かを読みたい気持ちはあ
るけれど、どの作家の何を読めば
いいのかわからない…。」図書館
のカウンターにいると、こういっ

今津図書館

○かけはし「金曜午後の朗読会」
【日時】14日（金）14時～15時

○エントランス展示「湖西押し花教室展」
【期間】１日（土）～30日（日）
（出展）冨士野　幸さん他

た悩みをよく耳にします。そんなときにお勧めしている
のが、この「いつもそばに本が」のような、ブックガイ
ドと呼ばれる本たちです。
　作家、漫画家、俳優、映画監督等々、さまざまな分野
の第一線で活躍してきた 73 人の表現者が、自分にとっ
ての大切な一冊を選び抜き、時に熱く、時にユーモラス
に紹介しています。紹介された本を読んでみたくなった
なら、ぜひ図書館へお越しください。（Ｋ・Ｍ）

『いつもそばに本が』
田辺聖子ほか／著（ワイズ出版）

Recommended  Bookイチオシ本

282013. ６月号



「小川津」推定地の１つ、朽木小川

奈
良
の
都
へ
続
く
「
小
川
津
」

に
組
ま
れ
、
川
の
流
れ
を
使
っ
て
津
と

呼
ば
れ
る
港
に
集
め
ら
れ
、
さ
ら
に
湖

上
水
運
を
使
っ
て
、
材
木
を
大
量
に
必

要
と
す
る
奈
良
の
都
な
ど
に
送
ら
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。高
島
の「
小

川
津
」
も
、
そ
う
し
た
場
合
の
材
木
の

集
積
地
で
あ
り
、
同
時
に
都
へ
通
じ
る

重
要
な
玄
関
口
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思

　

今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
奈
良

に
都
が
あ
っ
た
時
代
、
高
島
市
域
で

は
、
宮
殿
や
寺
院
な
ど
の
造
営
・
維

持
を
す
る
た
め
の
材
木
を
調
達
す
る

杣そ
ま
や
ま山
が
数
多
く
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

東と
う
だ
い
じ
し
ょ
う
そ
う
い
ん

大
寺
正
倉
院
に
伝
わ
る
正
倉
院
文
書

に
は
、
東
大
寺
の
造
営
を
担
当
す
る
役

所
で
あ
る
造ぞ
う
と
う
だ
い
じ
し

東
大
寺
司
が
、
材
木
を

伐
採
す
る
た
め
に
、
全
国
の
杣
山
に

山さ
ん
さ
く
し
ょ

作
所
を
設
け
て
い
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
、
滋
賀
県
内
で
は
、
そ
の
場
所
と

し
て
甲
賀（
甲
賀
市
）・田
上（
大
津
市
）

そ
し
て
高
島
の
地
名
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
正
倉
院
文
書
の
中
に
残
る

天
平
宝
子
６
年
（
７
６
２
）
の
材
木
の

運
搬
に
関
す
る
記
録
に
は
、
高
島
の
山

か
ら
切
り
出
さ
れ
た
材
木
が「
小
川
津
」

と
い
う
地
か
ら
、
宇
治
（
京
都
府
宇
治

市
）
を
経
て
、泉
津
（
京
都
府
木
津
市
）

に
運
ば
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
滋
賀
県
内
の
山
作
所
は
、
比
較
的
大

き
な
川
の
上
流
に
あ
た
る
山
地
に
設
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

恐
ら
く
、
山
で
伐
採
さ
れ
た
材
木
は
筏
い
か
だ

奈
良
の
都
へ
続
く
「
小
川
津
」

わ
れ
ま
す
。
た
だ
、
正
倉
院
文
書
に
登

場
す
る
「
小
川
津
」
が
、
市
内
の
ど
の

辺
り
に
あ
っ
た
の
か
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
地
名
か
ら
、
現
在
の
安
曇

川
町
上
小
川
・
下
小
川
付
近
、
ま
た
は

朽
木
小
川
付
近
で
は
な
い
か
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
安
曇
川
町
上
小
川
・
下
小
川
と
い
う

で
切
り
出
し
た
材
木
を
集
積
す
る
港
の

適
地
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
朽
木
小
川
は
、
日
本
海
と
奈
良
の

都
を
結
ぶ
街
道
の
最
短
ル
ー
ト
上
に
あ

る
地
で
、
早
く
か
ら
大
陸
か
ら
の
物
資

や
渡
来
人
が
行
き
交
う
こ
と
も
あ
っ
た

場
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
小
川
津
」

と
い
う
奈
良
の
都
へ
続
く
港
が
朽
木
小

川
に
あ
っ
た
と
い
う
説
も
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

文
化
財
課

　
　
（
３
２
）４
４
６
７

と
、
湖
に
接
し
た
集
落
で

は
な
く
、
港
が
あ
っ
た
場

所
と
は
考
え
に
く
い
で
す

が
、
か
つ
て
は
上
小
川
・

下
小
川
周
辺
に
ま
で
内
湖

が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
鴨
川
上
流
の
山
地
で

切
り
出
さ
れ
た
材
木
は
、

そ
の
下
流
に
位
置
す
る
上

小
川
・
下
小
川
付
近
に
集

積
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
小
川
津
」

推
定
地
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
朽
木
小
川
は
、

安
曇
川
に
続
く
針
畑
川
沿

い
に
位
置
す
る
集
落
で
、

こ
の
地
も
、
上
流
の
山
地
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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

　GW に、珍しい祭といわ
れる安曇川町の足半（あし
なか）祭に行き、下古賀地

区の祭列に同行しました。上古賀、下
古賀の境目まで来ると、両地区の代表
が前に出てにらみ合い。しばらく対峙
した後、お互いに土下座されます。こ
の場面は、かつての境界争いの出遭い
の場面を表したものだとか。祭を通し
て地域の歴史を感じ
ました。市内には地
域特有のさまざまな
祭があり興味深い
ですね。（Ｓ）
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